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アントニオ・デ・ネブリハ
「カスティリア語文法2（翻訳一3）
中　岡　省　治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shoj　i　NAKAOKA
　これまで2團，大阪外国語大学学報第70－1丹と　£st幾dios冠lsp謡cos第10号とに，上記『カス
ティリア語文法as（翻訳一1，2）を掲載したが，以下はそれの続きである。
　蘭二團で，この文法書の第一巻（正書法を取り扱うの巻）までの訳出は終り，今園は第二巻（音
律と音節を取り扱うの巻）に移る。この部分での著者の論述の中心は，音舗とアクセント，これを
基にしてのカスティリア語の韻文にある。ネブリハは，霧典語学者としての立場から，特にラテン
詩の形式を借りてカスティリア詩の形式的説覗を行なっているが，この手法は後代になって，例え
ば，Menendez　y　Pelayoにより絶賛され，「カスティリア詩形に関する真に学術的な分析はネブリ
ハの文法書から始まる」，との評価をも得た。しかし一方では，あまりにもラテン詩の形式にとら
われたがため，これが彼の分析に，実態と遊離した観察を生む結果を擢いた，といわれることもあ
り，ネブリハの詩論に対する評頒の食い違いをみせている。
　この翻訳にあたって用いたテキストは，Antonlo　de　Nebrija，　Gramaticα　de　la♂engua　castel（ana；
estudio　y　edlci6n　de　Antonio　Quilis，　Editora　Naciona1，　Madrid，1980であり，岡時に，
Antonio　de　Nebrija，　Gra？natica　cαstettana，£exto　establecido　sobre　la　ed．《princeps》de　1492
por　P．　Galindo　Romeo　y　L．　Ortiz　Mufioz，　Madrid，1946をも参照した。
第二巻　　音律と音節を取り扱うの巻
第一章　　音節の長短について
　この書物のここまでで，文字について論じ，カスティリア語で各晶詞をどのように書くべきかを
みたので，今度は，本書の冒頭に挙げた順序に従い，音節を取り扱うこととする。これは，前にも
述べた通り，文法学の第二部に相当し，ギリシア人が音律論（prosod三a）と呼ぶものである。音節
とは，声の一呼気中にしかも一アクセントの下に，集合しうるような文字の繋がりをいう。私がこ
こで，文字の繋がり，というのは，母音はそれ独自の音を有し，子音と混じり合う必要もないの
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で，本質的には音節ではないからである。音節には三つの要件がある。即ち，文字の数，時間の長
さ，アクセントの高低の三つである。従って，本来的には音節と呼べないが，母音の場合，例え
ば，aのように一文字の音節もある。音節は，　raのようlc　：文字，　traのように三文字，　trasのよ
うに四文字をも持ちうるし，また，treintaの最初の音籔のように，二母音がまとまり二璽母音を
なす場舎には，五文字を持つこともある。よって，一音節は三個以上には子音を持つことが出来な
い。つまり，母音の前に二子音と母音の後に一子音以上に子音が現われる場合はない，ということ
である。ラテン語は，一音節中で一母音に五子音が合わさることをも認めたので，結果として，一
呼気中に六文字が存在するという場合も生じたが，これについては，すでに文字の配置のところで
述べた。
　音節はまた，時間の長さをも持っている。というのは，短いものもあれば，畏いものもあり，こ
れをギリシア語やラテン語が感知して，その発音に一テンポを要する音節を，短くして簡潔な音
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さの
節，ニテンポを要するものを長い音節と呼んでいる。例えば，corporaという語の場合，第一音
節は長く，次の二音節は短い。従って，第～音節を発音するのと，次の二つの鷺節を発音するのと
では，周じテンポを要することになる。しかし，カスティリア語ではこの差を感知しえず，韻文を
作る人たちでも，今や侵い音節と短い音節との区別が出来ないのである。但し，この差を感知した
者もいるが，これは，これまで侮世紀かの間，ラテンの韻文形式で作品の一部を書いた人々に限ら
れてくる。とはいえ，どのような神の摂理によってかは無る由もないが，また音節長短の問題が浮
上してきたのである。そこで，私としては，もし私のこの書物に我が国の人々からの支持が得られ
るようなら，我らの言語にも同様に，長短音節の区溺をしようとする気運が生れることを期待して
やまないのである。加えてまた，ここで我々の観察を終えてしまうことなく，この問題がヘブラd
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さの　　　　　　　きコラ
語ではどうなっているかを，確認しておこうと思う。こういうのは，オリゲネス，エウセビオス
　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨの
やジェロームが，またユダヤ人ではフラビオ・ジョセフォも書いているように，聖書の大部分は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きの
韻文で，しかも長短音節の数，その重さと長さとを基にして編まれているからである。しかし，
このことは今日生あるユダヤ人は誰一人として，感知し，意識してはいないが，ただ聖書の多くの
箇所にあるように，韻文の体裁で書かれている場合は別で，それがはっきりとしてくるだろう。音
節にはまた，葛低がある。つまり，高い調子で発音されるものと，低い調子で発音されるものとが
ある，ということである。これはアクセントと相互関係にあるので，次章で取り級うことにしs
う。
第二章　　カスティリア語の持つアクセントについて
　ギリシア語でいう音律論とは，単語間の対応を求めれば，ラテン語ではアクセント（acento）と
いうことになる。これはカスティリア語では，音調らしきもの（quasi　canto）となる。こういう理
　　　　　　　お　ラ
由は，ボ土キゥス．がその’ge音楽論』の中で述べているように，しゃべるという人閥にのみ備わった
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業をなす人，詩を作る人つまり詩人，歌を歌う人つまり音楽家は，みなが夫々に自分なりの方法で
歌うものだからである。詩人の歌い方は，話しをする人のそれとは違うし，歌を歌う人のそれには
似ても似つかない。詩人は，話すのと歌うのとの中聞のところで，歌うのである。
　従ってベルギリウスは，その詩『アイネイアスaの塁頭で次のようにいった。
　　　CantO　laS　armaS　Z　ei　Var6n
　　　（私は武器と男子とを称え歌う）と。
　また我らがボアン・デ・メナは，
　　　Tus　casos　falaces，　Fortuna，　ca就amos
　　　（運命よ，お前の偽りの数々を我々は歌い上げよう）とか，また他の箇所では，
　　　canta，風crlstiana　Musa
　　　（歌えよ，汝，キリストのミューズよ）
といったりしている。こういう訳で，しゃべる人は，音節のうち一部を上げ，他のものを下げるこ
とで，何らかの形で歌っているということになる。ここからも，カスティリア語には二綴の単一ア
クセントがあることが分かる。その～つは，音節を上げる働きをするもので，これを我々は鋭い
　　　きアラ
（agudo）　と呼ぶ。もう一つは，アクセントを下げる働きをし，これを我々は低い　（grave）と
呼んでいる。例えば，seftorという単語からも明らかなように，第一音飾は低く，第二音節は鋭い
ので，この結果，第一音節は低アクセントで発きされることになる。我々の言語には，これ以外に
三つの複合アクセントがあるが，これは二露母音にだけみられる。このうち最初のものは，鋭一低
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8§1
となる場含で，これを我々は，下降調（defleSC。）　と呼ぶことが出来，実際には　causaの第一音
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きの節に現われる。第二番圏のものは，低一鋭となる場合で，これを我々は上昇調（inflefto＞甲と呼ぶ
ことが出来，例えば，vlen£oの第一音節に現われてくる。第三番目のものは，低一鋭一低となる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きの
場合で，これを我々は中高調（clrcunflego）　と呼ぶことが出来，実際には一音節語　bueiに現わ
れてくる。ここまで述べたことから，単～アクセントについての最初の規則を次のように決めてお
く。即ち，我らが言語のみならず，他のどのような言語の場合であれ，どのような単語も一つの声
高の音節を有し，これが他の音節を圧して高く峯え，これを我々は鋭アクセントによって発音し，
他の音節は低アクセントにより発音する，ということである。従って，ある単語が一音節しか擦た
なければ，この音節は鋭となり，もし工音節かそれ以上を持つ場金には，そのうち一音節が鋭とな
る。つまりsal，　saber，　sabid6rといった語の場合のように，最終音節が鋭アクセントを持ち，そ
の他の音節はすべて低アクセントになる。第二番顕の規則は次のものとしよう。即ち，カスティリ
ア語の単語はすべて，一般に，鋭アクセントを終りから二番農の音節に特っていること，また，ラ
テン語から崩れて出来たり，その一部を切り取って出来た語は，多くの場合，最終の音節に鋭アク
セントがあること，加えて，終りから数えて第三番目の音節に鋭アクセントがくることは数少な
い，ということである。このように，我らが言語は，この終りから第三番の音節に鋭アクセントを
置くことを嫌うので，ここから，我らが詩人はギリシア語やラテン語の単語をカスティリア語に取
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り入れる場合，鋭アクセントが元は終りから三番躍の音節にあっても，これを二番蟹の音節に移動
させることがよくある。これはホァン・デ・メナが，
　Ala　biuda　Penel6pe
　Ial　hilo　de　Llri6ρe
　（末亡人のペネローペに
　またリリオーペの息子に）
としたり，また別の箇所では，
　con　toda韮a　otra　mundana　machina
　（その他すべての俗界の策略をもって）
といったりしているところにみられる。
　第三の規則はキンティリアヌスから取ったものである。即ち，ある語がそのアクセントについ
て，鋭か低か不確定であるような場合には，その混周と闘違いの理鐙とがどこにあるかを見極め，
鋭アクセントを持つべき音節上に，短線，つまり舌尖（如ice）と呼ばれる符号を付す，というこ
とである。この符暑は，我々が昔に書かれた本の中で晃掛けるような，右上りになっているもので
ある。例えばamoという場舎，この単語はio　6moなのか，あるいはalguno　am6なのかについて
は，見分けがつかない。この時剃，入称の曖昧さ，紛らわしさは，先の符号によって区別されるべ
きで，第一音節の上にこれを付して6moとし，この形が直説法環在一人称であることを衰示する。
また最終音節にこの符号を付して，今度は，この形が鷹説法の完了過虫蒋糊の三人称であることを
示すのである。第四番目の規則は次のものとする。即ち，もしアクセントが，二重母音をなす二鰯
の母音を含む音節にあって，この二重母音のうち後の母音が1，Uの場合，前の母音が鋭となり，
後のものは低となる，ということである。従って，これは下降調のアクセントになる。これは，
gaita，　veinte，　oi，　mui，　causa，　deudo，　bludaのような場合にみられ，二重母音の第一縁音が鋭
となり，第二母音は低となっている。第五番霞の規期は次のものとする。即ち，もしアクセントが
二重母音をなす二個の母音を含む音節上にきて，後の母音がa，e，　oの場合，前の母音が低とな
り，後のものは鋭となる，ということである。従って，これは上昇調の強勢を持つことになる。こ
れは，codicia，　codicie，　codici6，　cuande，　fuerteのような語の場念にみられ，二璽母音の第一母
音が低となり，第二母音は鋭となっている。第六番目の規則は次のものとする。即ち，もし強勢が
三母音から成る音節にきて，申央に位置する母音がaかeの場合，最初の母音と最後の母音とは低
で，最申のものは鋭となる。従って，これは中高調の強勢を持つことになり，これは，desmaiais，
ensai6is，　desmaieis，　ensaieis，　guai，　agu6itas，　bu61，　bueitreのような語にみられる。しかし，も
し最終母節がeであれば，これが鋭で，繭の二母音は低となる。従って，これは音節自体として
は，申高調のアクセントを持ち，poiu610，　arroiu610のような語に現われる。
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第三章　　動詞のアクセントについての特罰な規則こついて
　二音節以上の音節を持つ動詞は，どのような活用形の場含であれ，鋭アクセントを終りから二番
目の音節に持つ。これは，amo，　amas，　leo，　lees，　oio，　oiesなどの場合である。但し，直説法完
了過去の単数一人称と三人称の場合は例外で，ここでは鋭アクセントが，io　ame，　algllno　am6の
ように最終音節に移っている。しかし，aこからはまた何らの付加語尾を用いずにこの時制を作り
上げた動詞を除外しておく必要があるe’これについては，第五巻第六章で触れることになろうが，
例えば，andarからio　anCluve，　alguno　anduvo；traerカ・らtrake，　a至g芝mo　tfaRo，　decirからdiXe，
。1，。。。di・。とな磯舗いう。力口えて例外となるのは澗じく麟獺在，齢法，希求法末黙
接続珠現在の複数二人称と不定法現在で，これが語短縮を受け，VOS　amais，　VOS　arnadかまた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
はam6，　vos　am6is，　amarとなる場合である。加えて例外となるのは，鷹説法未完了過玄，希求
法現在と過玄，接続法の未完了過去，大過饗と未来の複数～人称，二人称で，これらの形は鋭ナ
クセントを，終りから三番目の音節に移行させ，nos　am6vamos，　vos　amavades，　nos　amassemos，
VOs　am6SSedeS，　nOS　amaramOS，　vOs　amarades，　nOS　amariamOS，　VOS　amanlades，　nOS　amaremOS，
vos．amaredesというからである。しかしここで語短縮を行なうと，アクセントは終りから二番
闘の音節に残って，vos　amaredesに代えamardesということになる。
第四輩　　その他の贔詞についての祷別の規期について
　前にも述べたように，カスティリア語の特性は，外来の語でもラテン語から切り取った語の場舎
でも，鋭アクセントを終りから二番醒かあるいは最終の音節に置くという点にある。また終りから
三番隅の音節にそれを置くのは，非常に僅少で，これは普通は，ラテン語のアクセントをそのまま
の位置で踏襲する語の場舎に生じる。しかしこの一般論的規則は適用範囲が限られ，例外的なもの
も多いので，以下では，個々特騎な規則を挙げることとしよう。
　まずは，aで終り二音節以上の音節を持つ語は，鋭アクセントをtierra，　casaのように，終りか
ら二番蹟の音節に持つ。しかし，ここで例外となるのは終りの音節にアクセントを持ついくつかの
外来語，即ち，alvala，　Alcala，　Ala，　Cabal6のような場合と，カスティリア語でのquiza，　acli，
alla，　acull6の場合である。終りから三番目の音節にアクセントを持つ語も多い。それには，
perdlda，　u6speda，　b6veda，　bUsqueda，　M6rida，　Agreda，　Ubeda，　Agueda，　p6r£iga，　almkciga，
alh6ndiga，　luzl6maga，　M61aga，　C6rcega，合gulla，　citola，　c6dula，　brthftula，　caratula，φず11a，
Avila，　gargola，　t6rtola，　p6fiola，　op壱ndola，　orop6ndola，　alb6rbola，　lagrima，　c崩ama，
RSquima，6nima，　s6vana，6rguena，　almAdana，　almojhvana，　C6rtama，1hmpara，　pi｝dora，
c61era，　p61vora，　c6ntara，　thlcera，　camara，　alc6ndara，　Alc6ntara，　vispera，　mandr合g◎ra，　ap6S
tata，　carcava，　Xativa，　alf6rezaがある。
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　dで終る語は，virtud，　bondad，　enemistadのように終りの音節に鋭アクセントを持つ。これの
例外となるのは，u6spedとc6spedであり，ここでは，終りから二番饅の音節に鋭アクセントがく
る。また，これらの語の複数では，岡じ音節にアクセントが留まり残るので，uespedes，℃es－
pedgsということになる。
　eで終る語は，linaje，　t6queのように終りから二番圏の音簾に鋭アクセントを持つ。これの例
外となるのは，alquile，　rabeであり，これらは終りの音節に鋭アクセントがあり，anade，
x6nabe，　aδare紐eでは終りから三番目の音節に，鋭アクセントがくる。
　1で終る語では，borzegui，　maravedi，　aljonjoliのように，終りの音節に鋭アクセントを持つ。
また，二重母音で終る語は，lel，　rei，　bueiのような二重母音を含む語について述べた先の規則に
従う。
　1で終る語では，animal，　fiel，　candil，　alcohol，　azulのように，終りの音簾に鋭アクセントを
持つ。しかし，ここには僅かの例外があって，これは終りから二番貫の音節にアクセントのくる，
m6rmoi，会rbo「，　estiercol，　mastel，　datil，　angelのような場合である。これらの語は，複数でも
ee　一一の音節にアクセントを留めるので，　marmoles，　arboles，　estiercoles，舶steles，　datiles，
angelesということになる。
　nで終る語では，truhan，　rehen，　ruin，　le6n，　a敏聡のように，終りの音節に鋭アクセントを持
つ。しかし，virgen，　orlgen，　ordenは例外で，終りから二番罠の音籔にアクセントを持ち，しか
も複数でも，その同じ位置にアクセントを留めるので，or嬉enes，　virgenes，6rdenesということ
になる。
　oで終る語では，libro，　cielo，　bttenoのように，終りから二番鼠の音節に鋭アクセントを持つ。
しかし，アクセントを終りから三番隅の音節に持つ若干の語は例外となる。それには，fil6sofo，
16gico，　gramatico，　medico，　arsenico，　P6rpado，　P6rf三do，垂mido，　h嬉aδo，　kbrigo，　can6nigG，
tartago，　muerdago，　galapago，　esparrago，　rel6mpago，　pielago，　aravlgo，　morcl61ago，　iδr6pig◎，
alh6stigo，　b丘falo，　cernilcal◎，獣ulo，　septimo，　dεclmo，窪ltimo，　legitimo，　pr6stamo，61amo，
geronimo，　t6vano，　r6vano，　uerfano，6rgano，　oregano，　zangan◎，　t6mpano，　c6pan◎，　burd6・
gano，　peruetano，　galbano，　t6rmiRo，　almu6dano，　bazano，　cantaro，　mi6spero，　barbaro，
　　　　　　　　　　　　　ぴaspero，　p6ftaro，　g6nero，　Alvaro，　L6zar◎，6bito，　g6mitoがある。
　rで終る語では，azar，　muger，　amorのように，終りの音節に鋭アクセントを持つ。しかし，
アクセントを終りから二番目の音節に持つ若：Fの語は，例外となる。これには，aci’bar，　all6far，
atihcar，　agacar，　ag6far，　alb6itar，6nsar，　tfbar，　alcagar，　alfamar，　Cesarがある。これらの語
は，複数形ではfi　一一の音節にアクセントを留めて，　finsares，　alcagares，　alfa　nares，　C6saresとい
うのである。
　　　　　　　　も
　sで終る語では，compas，　pav6s，　a曲のように最終音節に鋭アクセントを持つ。しかし，
ノ　ト
Ercules，　mi6rcolesは例外で，これは終りから三番目の音節にアクセントがくる。
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　又で終る語はすべて，終りの母節にアクセントを持つ。これは，borrait，　balafi，　reloXのような
場合である。
　zで終る語は，rabaz，　Xerez，　perdlz，　Badajoz，　andaluzのように，終りの音節に鋭アクセン
トを持つ。しかし，アクセントが終りから二番目の音節にくる蒋干の語は例外で，これには，
alf6rez，　caliz，　M6ndez，　Diaz，　Marf｛’Rez，　Fern6ndez，　G6mez，　Calez，　Titnezがある。またこ
れらのうち複数形を持つものは，アクセントを岡一の音節に留めて，alf6rezes，　c61icesというの
である。
　b，c，　f，　c，　f，　g，　h，　m，　p，　t，　uで終る語はカスティリァ語にはなく，これらを語末に持つ
語はすべて，外来語となり，アクセントを終りの音節に持つことになる。これは，Jac6b，
Melchisedec，　Jos6ph，　Mag6g，　Abra臆m，　ardlt，　eYvatfiの場合である。
第五章　　詩行を測る詩格について
　我々が言い表わすことすべては，ある種の規則の支配を受けて，韻文（verSO）と呼ばれるもの
となるか，それともその規則にとらわれない散文（prosa）になるか，のいずれかなので，ここで
は，韻文を測定し，韻文を韻文としての枠内に闘定し，それが不安定な状態で浮動するのを抑えて
いるものは何か，を考えてみよう。このことをよりよく認識するためには，我々はここでアリスト
テレスの考えを前提として心得ておく必要がある。即ち，欄々の種を構成する事物の間には，それ
ら事物全部の測定の基準となるものが～つあり，これは，その種の串での最小単位をなす，という
考えである。従って，数に於ては最小自然数の一がこれに当り，それによって数えられるものすべ
てが瀾定されるのである。つまり，颪とは最小自然数蒼単位に他ならない。これと同様，音楽に於
ても，声の長さを濁定するものを基音（tono）またはディエシス（diesis）という。また，連続す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨの
る量を測定するものを，ピエ（pie）とかバラ（vara）とかパサダ（passada）とかいう。ここか
ら，入念な手を加えて書き上げたり，論述したりしたものを測定しようとした人々は，それを一つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らラ
の測定単位に拠って計醐したが，この単位は連想から詩格（pie）と呼ばれ，これが韻文と散文を
潤定するための最小の単位となった。但し，私が今ここで散文がその測定の単位を持つ，といった
からといって驚かないでもらいたい。散文にも確かに，そのような単位があり，これが韻文の場合
よりもはるかに厳密に適用されることもある。これは，修辞学の諸原則を扱った書物に，キケロや
キンティリアヌスが書いていることからも明らかである。しかし，散文の数と測定単位とについて
は後の章にゆずるとして，今ここでは韻文の詩格について述べることにしよう。ただ詩格といって
も，現代の詩人たちが解釈しているように，本来は詩句と呼ぶべきものを詩格とするのではなく，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のその詩句を測定するものをこう呼ぶのであって，いわば，詩行（verSO）　が特定の位置でみせる
律の動き　（assientos　）9　7）つまり調子の単位　（caldas　）9　8）のことである。つまり，音節が文字から
出来上っているのと岡様，この詩格は音節から成り立っているのである。しかし，ギリシア語とラ
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テン語とは，長音節と短音節の区別があるので，この二言語では，詩格は次のように数多くの種類
が出来る。つまり，もし詩格が二音節であれば，二音節共に長いか，短いか，それとも前の音節が
長くて後が短いか，それとも蔚が短くて後が長いか，のいずれかになる。従って，これをまとめて
いえば，二音節から成る四種の詩格となり，夫々spondeo（長長格），　pirricheo（短短格），
trocheo（長≡短格），　iambo（短長格）　と呼ばれる。　もし詩格が三音節を持つ場合に二は，三音節とも
に長く，mo1Qsso（長長長格）と呼ばれるか，これ全部が短くtrlbraco（短短短格〉と呼ばれるか，
最初の二音節が長く三番蟹のみが短いantibachio（長長短格）となるか，最初の音節のみ長く次の
二つが短いdactilo（長短短格）になるか，簸初の二音節のみ短く，最後のものが長いanapesto
（短短長格）になるか，最初の畜節が短く後の二つが長いantipasto（短長長格）になるか，それ
とも最初と最後の音飾のみ短く，最申のものが長いanfibraco（短長短格）になるか，それとも簸
初と最後の音節のみ長く，最中のものが短いanflmacro（長短長格），のいずれかになる。つま1），
三音飾の詩格は合計八欄ある。岡様にして，四音節の詩格の組み合わせも求められ，これは合誹で
十六個になる。しかし，我らの言語は，長音節と短音節とを区溺しないし，またあらゆる定形詩文
は，二つの測定単位に収約され，その一方は二音節のものに，片方は三音節のものになる。そこで
は，前者には，本来は二綴の長音節を表わすespondeoという語を，後者には，三音節で，簸初の
音節は長く次の二つが短いことを表わすdactiloge）という語を充てることにしたい。こうするの
も，我らが言語に於ては，二音節と三音舗から成る潤定単位は，espo記eo格とdact三IQ絡とにとっ
てもよく似ているからである。また詩人はよく，完全な詩格の後に余計な一鷺飾を蜘えることがあ
って，これは半格（medio　pie）とか，休止（cesura）とか呼ばれるがこれは（切れ嶽＞cortaduraの
意昧である。しかし，我が国の詩人たちは，詩行の始めのところを除いては，この半脚を使うこと
はなく，その詩行の始めではこの半脚は計算されない。なお，これについては後に詳しく述べるこ
とにしよう。
　　　　　　　　　　ユむの
第六章　　同音韻と歌に於ての岡音韻とは如何なるものかについて
　ヘブライ語，ギリシア語，ラテン語で詩を作った人たちは，長音舗と短音節という灘定単癒に灘
り，詩作を行なった。しかし，すべての好ましき技芸と共に文法学も失なわれ，人びとが長音節と
短音節との区別をし得なくなってからというもの，みなはこの決まりを拾て去り，新たな約束事の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まむの
下に入ることとなった。この約東事とは，特定数の音節を岡音韻　の下にまとめるということであ
る。この手法を実践したのは，我らが信侮の磯を築いたあの聖人たちの後を継ぎ，音節の数のみを
計算し，その長さやテンポを考慮せずに，岡音韻によって願歌を書いた入たちであった。この間違
った手法を我が国の詩人たちが，熱心に且つまた意欲的に実践した。つまり，学ある人々みなが慎
重に考え好ましからざるものとして棄否することに決めたものを，私たちは優雅で美しさにあふれ
るものとして迎え入れたのであった。だが，アリストテレスもいうように，諸々の理由から私たち
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は岡音韻を避けなければならない。その理由とは，まず最初に，単語というのは，私たちが感じる
ことをいうために造り出されたのであって，これと反対に，意味が単語を引き出すようなことがあ
ってはならないからである。しかるに，このよろしくないことを，詩文の宋尾に岡音韻を用いる人
々は行なっていることになる。これでは，ただ単語が求めることをいうだけで，彼ら自身が感じる
ことを語ることにならない。第二番霞の理由としては，語りにあっては，似通い，つまり闘音韻が
生み出すようなものほど，耳障りで且つまた大きな倦怠を生むものはない，ということを挙げう
る。もっともキケロが，修辞的な色付けの閥に，岡じような終り方まとまり方の文尾を持った文を
組み込んでいることもあるが，これは僅かばかりに抑えるべきであり，食べ物よりもソースの方が
多い，といったことにならぬよう心すべきであろう。第三番霞は，単語は聴き手の耳に，私たちが
いわんとすることを，感知，凝縮して伝える働きをするが，しかし，ここで岡音韻を使うと，聴き
手は内容そのものには注意せずに，次にくる岡音韻がどんなものかを期待して，心安からぬ状態に
陥ってしまう，ということが起こる。このことを我が圏の詩人たちは心得ていて，まず初めの詩行
何行かには意味のない無駄なものを出して，聴き手を煙に巻いておいて，次に歌の最終行に強力で
いいものを取っておき，他の行が記憶から消え芸っても，最終行だけは耳に残るような作詩をする
のである。こうはいっても，この誤ち，悪風とされることも，今では我が国の詩入たち皆の賛岡を
得，彼らに受け入れられてもいるので，ここでは岡音韻とは何か，またどんなことなのかをみてみ
よう。キケWはその著『雄弁家』の第四巻で，二様の岡音韻を挙げている。その一つは，岡一範麟
の二語の語が，語尾変化によって同一の形に納まる場合のことで，これは次のホアン・デ・メナの
詩にみられる。
　Las　grandes　haza負as　de　nuestros　se翁ores，
　Daitadas　de　elvido　por　fal£a　de　auctores；
　（我らの主君の大偉業も，
　著作家の不足から忘却に蜜まれ）
　ここではseitoresとautoresとが同一の形に納まっているが，これは名詞の語尾変化に基ずく岡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユむおラ
音韻である。この文飾法を文法学者は同一範購周音韻（home6ptoton）　と呼ぶ。キケロはこれ
を岡じ納まり方　（semejante　caida）と解釈した。第二番霞の同音韻は，複数範購の二語ま
たは多くの語が，一つの形で終る場合のことで，これも次のボアン・デ・メナの詩にみられる。
　Estados　de　gentes　que　glras　y　trocas，
　Tus　muchas　falacias，　ttts　firmezas　pocas
　　（〔運命よ〕お前が圃転させ差し変える人々の命運は，
　これお前にある多くの偽り事，お前にみられる移り気の証し）
　ここでは，trocasとpocasとは違った品詞であって，同じ形で終っている。この文飾法を文法学
　　　　　　　　　　　　　　　　ヱむの
者は異範麟岡音韻（homeoteleuton）　と呼び，キケロはこれを同じ終り方　（semejante　defto）
と解釈した。優し，この二つの押韻には少しばかりの差があるが，我が国の詩人はこれらを区別し
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てはいない。従って，同音韻とは，岡じ品詞か違う晶詞間に生じる，語末での納まり方あるいは終
り方，といえよう。ラテンの詩人は，終りから二番臼の音節から，あるいはもしこの終りから二番
目の音節が低であれば，三番昌の音飾から尚音韻を行なっている。しかし我が国の詩人がこの押韻
を行なうのは，鋭アクセントが最後の音節かあるいは終りから二番騒の音節にある場合，そこの母
音以降に限られる。なぜこのようなことになるかといえば，後にも触れるが，我が国の詩人の用い
る詩句はすべて，イポナテス短長格（iambicos　ipponaticos）1°4）か，それともアドニス（aδ6nicos）
　　　のの
格かの，いずれかになるからである。そしてまた，これらの場合には，終りから二番目の音節は
常に鋭であるか，それとも最後音節が鋭で，二音節に相当するときのいずれかになる。加えて，も
し岡音韻の形を決める最初の音節が，二個または三観の二重母音としてまとまった母音から成る場
合には，その押韻のための文字の一致は，鋭アクセントのある音節か母音から行なえば，それで十
分である。従って，treintaとtintaの間には岡音韻は成り立たないが，　tierraとguerraとの聞に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エむの
はそれが可能，ということになる。またボアン・デ・メナはその著『載冠gの申で，proverbiOS
とsoberviosの間に同音韻を配しているが，これは子音のbとuとの閥にある音の近似性から，許
されてしかるべきである。我が困の先達詩人は，子音の量定を行うことにあまり熱意を示さず，子
音閥の一致が得られなくとも，母音間にそれが成立すれば十分である，と見倣したようである。従
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のアラ
って，saRta，　morada，　alvaのような語の間に同音韻を作り出したが，　これは次の吉ロマンセに
も現われてくる。
　Digas拍el　erm三tafto，　que　hazes　la　vlda　santa
　Aquel　clervo　del　pie　blanco　4dofide　haze　stt　m◎rada？
　Por　aqu｛’pass6　esta捻oc｝1e，　un　ora　antes（至e｝a韮va．
　（庵の行者よ，聖者の生活をなせる人よ，教え給え。
　あの脚の白い鹿は，いずこに住むかを。
　今夜，夜明けの一時蘭に，ここを通ったり。）
第七章　　母音の収約と分立とについて
　もしある語が母音で終り，それにまた母音で始まる語が続くときには，その二つの母音の内，最
初のものを醜除することがよくある。これは，次のホアン・デ・メナの『運命の迷路』にみられる
ような場舎である。
　　　Has乞a『que　al　tiempo　de　agora　vengamos；
　　　（私達が今この時に到るまでは）
　ここではqueとdeの次ec　aが続いているので，我々はeを落とし，　Hasta・qual　t三empo　dagora
vengam◎sとして発音してしまう。このような文館法を，ギリシア人は母音収約（sinaiepha）と呼
び，ラテン入は母音圧縮（compressi6n）と呼んだ。我々はこれを母音の約音（ahogamiento）と呼
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ぶことが出来る。ギリシア人は，こうして削除した母音を，書きも発音もしないが，これは散文で
も韻文でも変らない。他方，我らの憲語は，ギリシア語と岡様，散文でもまた韻文でも，次の語の
語頭に母音が続いてくる場合にも，颪蘭の語末の母音を書いたり，発音したりすることが再三あ
る。これは次のホアン・デ・メナの一行にみられる。
　　　Al　gran　rey　de　Espaf｝a，　al　C6sar　novelo；
　　　（偉大なるイスパニア国王，新たなるシーザーに）
　ここではaに続いてまたaがくるが，我々はこの内最初のものを落す必要を感じない。また，も
し散文でt9　eres　mi　arnlgoといったとしても，　eとaが後に続くからといって，　uやiを削除した
りはしない。しかるに，このような位置にくる母音を書かないし発音しない場合も再三である。こ
れは次のホアン・デ・メナの一行にみられ，
　　　Despu6s　que　el　pintor　del　mundo
　　　（世界の画家が……した後に）
に代えて，
　　　Desp蛇s　quel　pintor　del　mundo
というような場合である。
　また我々は，そのような位置にくる母音を書きはするが，それを発音しないこともある。これは
同じメナの次の～行にみられる。
Par6　nuestra　vida　ufana
　　　（我らのおぐりの生活も途絶した）
では，aを発音せずに，
　　　Par6　nuestra　vidaufana
というのである。
　これは，詩行の必要性からというだけでなく，次のように何の制限のない文にも生じてくる。即
ち，nuestro　amigO　esta　aquiという場合，書いてあるがままの発音をしてもいいし，またここでい
う文飾に拠って，nuestramigo　staq湧と発音してもいい。ラテン人は散文では，語末の位置で，次
に他の母音が続く場合にも，常に母音を書き表わしこれを発音している。しかし韻文では，その位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユむおラ
置の母音は書いても発音はしない。これは次のユベナリスの一行が示すところである。
　　　semper　ego　auditor　tantum
　　　（私はいつもよく話しを聞いてもらえる）
　ここではegoは母音で終わり，次にはやはり母音で始まるauditorが続いている。そこで我々
は，。を落としてsemper　egauditor　tantumと発音するのである。しかし韻文という枠を取り払っ
てしまうとしたら，我々は二個の縁音をそのままに残し，ego　attditor　tantumと発音することにな
るだろう。ラテン人はまた，この他に母音収約に似た文飾法をも有しているが，これはギリシア人
　　　　　　　　　　　ユむむラ
が語末の茎n削除（etlipsi）　と呼ぶものである。我々はこれを，文字の不自然な衝突と呼ぶことが
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出来るが，これは，先行語がmで終り，それに続く語が母音で始まる場合に生ずる。このような場
合，ラテン人はmと合わさって起こる発音の汚ならしさ，つまリメタシスモ（metacismo）11°）を作
り出すまいとして，このmをそれと音節をなしている母音と一緒に削除してしまう。例えば，次の
ベルギリウスの一行をみよう。
　　　Venturum　exc童（至圭o　Libyae
　　　（来るべきリビアの破滅の中で）
　ここでは，普遡はventur　excidio　Llbyeと発音するのである。しかしこの種のメタシスモは，ギ
リシア人の間にも我々の間にも生じない。という理朗は，ギリシア語にもカスティリア語にもmで
終わる語はないからである。これはプリニウスもいっているように，mは語末では，いつでも少し
ばかり暖昧な音になるためである。
第八章　カスティリア語で用いられている韻文の種類と，まず最初に短長格の詩文について
　詩行の形は全体として，私がこれまでカスティリア語の正しき用法の中でみたところでは，六種
類にまとめうる。つまり，～歩格，二歩格，二歩格と～歩格から出来ているもの即ち三歩格，鰻歩
　ヱエリ
格，単一アドニス格と二重アドニス格の六つである。しかし，この六種のものを個々に分析する
前に，第一巻八章で述べたこと，つまり母音は二個ときには三個が合一して一音節をなしうるとい
うこと，をここで再度思い起し，これをここでの話の第一の前提としておこう。また岡蒔に，第工
巻第五章で述べたことをも，ここでの話の前提とする。これは，詩行の蜜頭では半脚を落して詩行
を始めても構わないので，これは他の詩格との計算や計灘には入ってこない，ということであっ
た。また前章でいったこと，つまり，先行する語が母音で終わり，それに続くもう一つの語がまた
母音で始まる場合，先にくる母音を落とすことがよくある，ということをも前提とする。第匹番霞
には，詩行の末尾の鋭音節は二音節の価値を持ち，二音節として計算されるべきものということで
ある。こういうのは，これらの語は，amareからamarが出，　amateからamadが出たよう
に，一般にラテン語をつぼめて出来たものだからである。従って，ラテン人が一歩格と呼ぶ詩行
で，我が国の詩人が破脚（pie　quebrado）112）と呼ぶものは，通常は鑓音節を持つ。こう呼ぶ理由は
　　　　　　　　　　　　　　　ロの
なぜかというと，この詩行は長長格二格と，一つの測定単位，即ち律の動きとを持つからで，こ
　　　　　　　　　　　　　　ユまの
れはサンティリャナ侯の『諺集sにある，次の一節にみられる。
　　　　1｛量jo　m三〇InUC益o　amado，
　　　Para　m圭entes
　　　No　contrastes　a　las　gentes
　　　Mal　su　grado．
　　　Ama　y　serfis　amado，
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　　　Ipodr6S
　　　Hazer　lo　que　no　har会s
　　　Desa憩ado。
　　　　（私のいとしの息子と，
　　心して聴け，
　　　人に逆うな，
　　　その気嫌を損じてまで。
　　　人を愛すればお前も愛され，
　　　こうして，嫌がられていては，
　　　出来ないようなことをも，
　　　出来るようになるだろう。）
　ここでは，para　mlentesとmal　su　gradoとは，規則的な～歩格の詩行になる。というのは共に
四音節だからである。加えてまた，Para　mlentesは五音節になるようにみえるかもしれないが，
これは，第1番醸に前提とした考え方によって，ieが二重母音になり～音節の催値となるので，
全体は四音節にしかならない。この詩行はまた，1　podrasのように末尾の音節が鋭であれば，三音
節であってもいい。さて，こちらのIpodrasは三音節しかないが，第四番醸に前提とした考え方
によって，四音節の価懐を持つことになる。前の詩行は，前提として挙げた第二番目の理由から，
半脚を落した形で始まってもよく，従って五音節になることもあるが，これは次のホルへ・マンリ
ロの
ケの例にみられる。
　　　騒nConstantino　en　la　fe
　　　Que　mantenla；
　　　（固く揺ぎない儒仰の中に在る
　　　コンスタンティヌス帝のような人）
　この場合，que　manten量aは五音節になるが，しかし四音節として扱う。その理由は，最初の音
節は他のものと一緒には計算しないからである。これと同じ理由から，que　manteniaという詩行
は，仮に簸終音節が鋭で二音節の価値があっても，四音節として扱えるのである。これは前述のサ
ンティリャナ侯の作晶中にある，次の一節にみえる。
　　　S610　por　aumentaci6n
　　　De　umanidad；
　　　（ただ人類の
　　　増加によって）
　ここでは，De　umanidadは四音節になる，つまり四音節の価値を持つが，これはこの詩行が一
音節落しで始まり，前提として挙げた第三番目の理由からeを削除し，第四番鷺で前提としたこと
に拠り，最終音節に二音節の価値を与えたためである。
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　長短二歩格は，ラテン人が四詩格組み（quatemario）と呼び，我らが詩人が短句形の詩格ときに
　　　　　　　1三6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1正7）
は荘厳句形の詩格と呼んだもので，普通には八音節で四つの二音節格を持つ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これを二歩格と
呼んだのは，二つの律の単位を持つからであり，四詩格組みと呼んだのは，四つの詩格を持つから
である。ここでは我々は，我らが詩人が破脚と呼んでいる詩句をも加えて考えたらいいのであっ
て，これは次の歌の巾にみえる。
　　　Hij◎mio　mucho　amado
　　　No　contrastes　a　las　gentes，
　　　Ama　y　seras　amad◎，
　　　Hazer　1◎que　nb　haras．
　ここでは，Hijo　mi◎mucho　amadeは八音節の価値を持つが，これはmuchoという語のoが，第
三番副こ前提とした考え方によって，消失するからである。この詩行はまた，もし最終母節が鋭で
あれば，七音節で止めていいが，これは萌提として最後に示した考え方に拠っての話である。この
ことは，Hazer　lo　que籍o　podrasという詩行ではっきりと分かる。
　我々は，二歩格と～歩格とから成る詩文を作ることも間々ある。これは次のような聞答詩にみら
れる。
　　　Pues　tantos　sQn　los　que　siguea　la　passi6R
　　　　Isentimiento　penado　por　amores，
　　　Atodps　l◎s　namorados　trobadores
　　　Presentando　les　demando　tal　guis七i6n：
　　　Que　cada　uno　provando　su　entinc三6n，
　　　Me　dlga　que　cu含l　primero　destos　fue：
　　　Si　amor，　os圭esperanga，　osiξe，
　　　Fundando歪a　su　respuesta　por　raz6n：
　　　（恋に悩んで情熱と悲しみとを
　　　追い求める人がかくも多いので，
　　　恋する吟遊詩人のみなに，
　　　私はこんな問いかけをしてみよう。
　　　各人が夫々に自分の思い振り返り，
　　　恋の始めは侮だったのか，
　　　愛か期待か信仰か，理性でもって
　　　考えて，私に返事をしてほしいと）
　短長三歩格は，ラテン人が六詩格組み（senario）と呼んでいるもので，通常は十二音節を持つ。
またこれが三歩格と呼ばれたのは，三個の律の単位を持つためである。六詩格組みと呼ばれたの
は，これが六欄の：音節格を持つためである。カスティリア語では，この詩行は二個の律の単位し
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か持たず，これは三詩格毎に一闘という割合で現われる。これは次の一節で明らかになる。
　　　No　qu三ero　negaros，　se轟or，　tal（玉emanda
　　　Pues　vUeStrO　rOgar　me　eS　qUien　me　IO　manda：
　　　Mas　quien　s610　anda　cual　vels　que　io　ando，
　　　No　puede，　aunque　quiere，　cumplir　vuestro　mand◎．
　　　（ご主鱈，私はあなた様のC“if請をお断りはいたしません。
　　　あなた様の願いは，私に命を下さるる御方からのものであるがため。
　　　しかるに，あなた様がみられる私のこの有様，こんな有様だけの人藺は，
　　　たとえ望んでも，あなた様の命を遂行出来ませぬ。）
　長短四歩格は，ラテン人が八詩格紐み’（octogenan◎）と呼び，我らが詩人はロマンセの詩格と呼
ぶもので，通常は十六音節を持つ。また四歩格と呼んだのは，四個の律の単位を持つがためであ
り，八詩格組みといったのは，八つの詩格を持つがためである。この形は次の古ロマンセにみられ
る。
　　　Digas　tiS　el　ermltafio，磯ue　hazes　la　sa聡ta　vlδa，
　　　aquel　ciervo　del　P量e　blanco，　id6nde　haze　su　manida？
　　　（庵の行港よ，聖鷺の生活をなせる人よ，教え給え。
　　　あの脚の臼い鹿は，いずこに住むかを。）
　この詩行は，句尻が鋭であれば，第四番1の簡提に拠って，一音簿減少させることも出来る。こ
のことは次のロマンセで明らかになる。
　　　Morir　se　quiere　AleRandre（圭e　doler　del　corag6n，
　　　Embi6　por　sus　maestros　cllantos　en　el　mtmdo　son．
　　　（アレキサンダーは胸の痛みで死にそうになり，
　　　この世にいる彼の医師みなを捜しに行かせた。）
　この歌を歌う人々は，その最終の：em格を短かく不十分と感じて，その不足分を文法家が語尾
音添加と呼ぶあの文飾手法を用いて，補充，充填するのである。これは後にも述べることだが，語
宋への音節の添加であって，corag6nとsonに代えて，　coragoneとsoneというのである。
　これらの鶴種の詩行は短長格（iamblcos）と呼ばれるが，これはラテン語では，律の単位が偶数
の場所に出来るので，　必然的に短長格と呼ぶ詩格を持つことになるからである。しかし我々は，
長音節や短音節を持たないので，短長格に変えて二音節格（espondeOS），という名称を使うことに
なった。加えてまた，我々が行なう短長格の詩文の終りから二番目の音節のすべて，あるいは二音
節の価値を持つ場合の最終音節は鋭となり，従って獲くなるので，これらの詩文はイポナテス式短
　ユエの
長格と呼ぶのである。但し，ここでKポナテス式というのは，ギリシアの詩人イポナテスがこの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロの
詩形を使ったことに由来する。アルキロコスもまた短長格の詩格を使ったが，昔に音籔を数えて頒
歌を作った人々もこの詩格を利用した。但し，ここでは常に終りから二番露の音簾が短いので，終
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りから三番目の音節に鋭アクセントが落ちることになる。これは，次の頒歌，
　　　Ia期lucis　orto　sidere
　　　（すでに光は東に現われる）
やその他，これと國じ構成の頒歌のすべてに現われている。
第九章　　アドニス格の詩行について
　アドニス格の詩行という名称は，詩人アドニスがこの形を多用したためか，あるいは彼が，この
形の創始者に叙されるためか，のいずれかからきている。この詩行は，長短短格と長長格から成
る。通常は五音節で，主強勢を二箇所に，つまり一つは長短短格にもう～つは長長格に持つ。この
詩行は，半脚欠けで始まったときには，しばしば穴音節にもなるが，この半脚は，前述したよう
に，他の音節に加えて計算はされない。またこの詩行は，もし最終音節が鋭である場含，第麗番に
前提とした理由に拠って，四音節であってもいい。この詩行はまた，終りから二番羅の音節が鋭
で，半脚欠けて始まるという形での五音節であってもいい。この種の詩行によって，次のようなあ
　　　　　　　ロの
の昔のロンデル体の歌が書かれている。
　　　Desplδe　plazer
　　　Ipone　tristura，
　　　Crece．en　queτer
　　　Vuestra　hermosura．
　　　（薯びを放遂し，
　　　その後に悲しみを残し，
　　　愛の中に大きく育つ，
　　　あなた様の美しさは。）
　ここでは，最初の詩行は五音節であるが，六音節の備纏を持たせている。というのは，初まりの
第一一音vaが落ち，最終音節が二音節の価値になっているからである。第二番昌の詩行は六音節だ
が，これは初めの半脚が落ちるためである。第三番霞の詩行は四音節ではあるが五音節の価値を持
つ。というのも句尻が鋭で，二音節の樋値を持つからである。第四詩行は第二行昌と岡じ扱いにな
る。
　二重アドニス格の詩文は二個のアドニス格から出来ている。我が圏の詩人はこれを，長句形の詩
格と呼んでいる。この詩文では，その各詩行は，半脚欠けあるいはこれなしのいずれからでも，始
まることが出来る。また，各詩行は鋭音節で終ることも可能で，こうなるとこれは二音節と数えら
れ，アドニス格の行の長さをふくらませる役割をする。従って，この種の詩行は，音節数として
は，十二，十一，十，九あるいは八音節であっても構わない。また終始十二音節で統一されること
もあるが，これは，二つのアドニス格双方に半脚を付加して詩行を始めた場含のことになる。また
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この詩行が如何に多岐に夏っているかを示すために，ホァン・デ・メナが思慮深さについての定義
をしている次の一行を，例としてみよう。
　　　Sabia　en　lo　bueno，　sabida　en　maldad．
　　　（よきことを深め，悪にも通じた）
　ここで我々は，いくつか音節を消して十二音節から，十一，十，九あるいは八音節をも作り出せ
るが，こうしても意味内容に変化はない。
　まず十二音節の場合は，次のようにするといい。
　　　Sabida　en　lo　bueno，　sabida　en　maldades
　　　（よきことに通じ，悪にも通じた）
　この詩行を十一音節とすることが出来るが，それは次の方法に拠る。まずは，蔚のアドニス格を
半脚なしに始めて，後のものを半脚を加えて始めるか，次いでは，前のアドニス格を半脚を加えて
始め，後のものを半脚なしで始めるか，三番欝は，アドニス格双方を半脚を加えて始めて，蘭の格
を鋭音節で終るようにするか，購番国は，アドニス格双方を半脚を加えて始めて，後の格を鋭音節
で終るようにするか，のいずれかである。これは夫々次のようになって現われる。
　　　Sabia　en　lo　bueno，　sabida　en　ma茎dades，
　　　Sablda　en　lo　bueno，　sabia　en　maldades，
　　　Sabida　en　e韮bien，　sab三da　en　maldades，
　　　Sabida　en　lo　bueno，　sabida　en　maldad．
　この詩行を十音節にすることも出来るが，これは次の六つの方法に拠る。まずは，前後のアドニ
ス格を半脚で始めて，また双方を鋭音節で終えるか，二番目は，アドニス格双方を半脚なしに始め
るか，三番昌は，前のアドニス格を半脚なしに始め，後のものを鋭音節で終るか，第四番圏は，．後
のアドニス格を半脚なしに始めると同時に，岡じ詩格を鋭音節で終るか，第五番目は，前のアドニ
ス格を半脚で，後のものはこれなしに始めて，蘭のものを鋭音節で終るか，それとも穴番目は，前
のアドニス格を半脚なしに，後のものを半脚で始め，岡じく後のものを鋭音節で終るか，のいずれ
にすればいい。これは夫々次のようになって現われる。
　　　　Sabida　en　e至bien，　sabida　en　maaldad，
　　　　Sabia　en　lo　bueno，　sab三a　en　maldades，
　　　　Sabia　en　el　bien，　sabida　en　ma韮dades，
　　　　Sabida　en　lo　bueno，　sabia　en　maldad，
　　　　Sab圭（蓋a　en　el　bien，　sabia　en　malda（垂es，
　　　Sabia　en　lo　bueno，　sab量ada　en　maldad．
　この種の詩行を九音節にすることも出来るが，これは次の四つの方法に拠る。まずは，前後の二
つのアドニス格を半脚なしに始めて，後のものを鋭音節で終るか，二番目は，前のアドニス格を半
脚入れて後のものは半脚を入れずに始め，盈つまた双方を鋭音節で終るか，三番目は，前後のアド
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ニス格を半脚なしに始め，且つまた蘭のものを鋭音節で終るか，それとも四番圏は，最初のアドニ
ス格を半脚なしに後のものは半脚を入れて始めて，且つまた双方を鋭音節で終るか，のいずれかに
すればいい。これは夫々次のようになって現われる。
　　　Sabia　en　lo　bueno，　sabia　en　maldad，
　　　Sabia　en　el　bien，　sal）ia　en　ma韮dad，
　　　Sabia　en　e歪bien，　sabia　en　maldades，
　　　Sabia　en　el　bien，　sabida　en　mal（lad．
　この種の詩行を八音節にすることも可能であるが，これは一つの方法しかない。つまり蘭後のア
ドニス格を楽脚を入れずに始め，且つまた双方を鋭音節で終ればいい訳で，これは次のような詩行
となる。
　　　Sabia　en　el　b三en，　sabia　en　mal．
第十章　　カステ∂ア語の歌と，詩行から歌が出来る過程について
　先に，詩格から詩行が作り上げられるといったが，これと岡様，詩行から歌（copla）121）が作り
上げられるといえる。我らが詩人は，そこに何らかの有意的な意味が成立する詩行の合一集合体を
歌と呼んでいる。これをギリシア人は終結（periodo）と呼んだが，これは終りを意味する。ラテ
ン人はこれを円環（circulUS）と呼ぶが，これは取り囲みを意味する。我らの詩人はこれを歌と呼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロおラ
んだが，これはラテン語ではcopulaという語が，連鎖を意昧するからである。従って，歌を形
成する詩行は，すべてが均一の形をとることもあれば，相互に違った形になることもある。歌が均
一詩行から成るとき，これは単一節（monocola）と呼ばれるが，これは一要素とか一様式を憲味
する。これは，ホアン・デ・メナの『運命の迷路呂の場合に当るが，ここでは詩行がすべて，二重
アドニス格になっているし，彼のW戴冠』も同様で，こちらでは詩行すべてが，短長二歩格に統一
されているのである。
　もし歌が違った詩行から成ると，これはギリシア語で多異籔（dicolOS）と呼ばれるが，これは二
方式を意味する。これは，例えば，サンティリャナ侯の『諺集aの場合に当り，この作晶は，短長
二歩格と短長一歩格から成立し，この形武を我が国の詩人は，短句形の格ともまた破脚とも呼んで
いる。岡音韻をふむ詩格もこれと岡じ形式をとるが，特に第三詩行が第～詩行との間で岡音韻をな
す場合，この詩句を二環（distrophOS）と呼んでいる。これは，次のように，先の『運命の迷路2
の標題の部分にみられる。
　　　Al　muy　prep◎teBte　don　Juan　el　Segundo，
　　　A㈱lcon戚en　J白piter　tuvo　tal　zel◎，
　　　qUe　tanta　de　parte　le　haZe　en　el　mUndO，
　　　cttanta　a　si　mesmo　se　haze　en　e歪cie璽o．
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　　　（この上もなく強力なドン・ホアンニ世
　　　彼にはジュピターも嫉妬をしたほど
　　　彼にはかくも大なる領土がこの地上で与えられる，
　　　ジュピターが天上で保有するに等しい広大な領土が）
　ここでは，第三詩行が第一詩行に，第四詩行が第二行に韻を合わせている。また，第四詩行が第
一行に押韻する場金には，三環侮strophOS）と呼ばれる。これは次の歌にみられる。
　　　Al　gran　Rei　de　Espaha，　al　C6sar　novelo，
　　　Aqud　con　fortunas　bien　afertunado，
　　　Aqud　en　quien　cabe　virtud　y　reinado，
　　　A合llas　rodillas　hincadas　por　suelo．
　　　（偉大なるイスパニアの王，新しき帝王，
　　　多々ある幸運に恵まれたる人，
　　　美徳と王権とを一身に集めたる人，
　　　彼には地面にひざまついて。）
　ここでは，第四詩行が第一行に韻を合わせている。私の考えるところ，第五行が第一行に押韻す
るような歌は，全行が岡音韻で岡じ納まりになる場合以外にはない。というのは，これが行なわれ
ないのは，多分，第五行圏の同音韻の箇所に至ると，聴者の耳からは第一行目の周音韻が消え去っ
てしまうからであろう。ラテン語はこの種の詩行間の返り押韻を持ち，この形武を四環（tetrdS－
trophos）と呼んでいて，この語は「四つ後返りする」ことを意味する。しかしすべての詩行が同
じ一つの岡音韻の下にまとめられている場合，これは無環（astrophos）と呼べるであろうが，こ
れは，「前に返らない」という意味を表わす。なおこの形式は，ロマンセと呼ばれる例の歌が作ら
れる場合に使われた四歩格の如き場合である。
　一詩行に於て，一音節が余珊的になり余ってくると，これは韻脚過剰詩句（hipermetro）といわ
れる。これは，韻律の適正以上に何かが余ってある，との意味である。また何かが不足している
と，これは韻脚不完詩句（catalectico）といわれる。これは，何かが舌是らずで不十分である，と
の意味である。この両方の場合をまとめて韻脚不良詩句（cac6metro）と呼ぶ。これは，韻律の整
え方が悪い，という意味である。他方，詩行に於て，伺らの余りも不足もない場合，これを正調詩
句（orth6metro）という。これは，韻律が正しく，適正でしかも約束事にかなっている，との意味
である。さて，ここでは，私は出来うれば，ある人の書物を基に自分の考え方を敷延したいと，つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロヨラ
まりこちらの説明不足の点を，『カスティリア詩法』という書物から補ってみたいとも思ってい
る。というのは，この書物は，我らが友によって豊富な幕例をもとに品よく書き上げられていて，
今はその名が知られているだけだが，将来は高い評価を受けると期待されるものだからである。同
時にまた，私は彼に対し抱いている親しみと敬意から，特にピタゴラスが友情に於てまず最優先さ
れるべき決まりとしたことs．つまり友人間の持ち物は借し貸り自由，とした教えに拠り，またこれ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　124）
以上に，ギリシアの諺にある，「そんな高利は大金を生むだろうに」　という教えに従い，その書
物を利用させてもらってもいいだろうと思ったのであった。しかしながら私は，彼の栄光あふるる
業績を汚したくないし，私の考えは，彼がすでに仕上げたことを再度行なうことでもないので，こ
の点にっいてもっと知りたいと思う人には，今は，彼のその書物を読まれるように勧めるに留めて
， おくことにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（続く）
〔1986年5月〕
（註　記）
　この註記作成にあたっては，本文訳庸の底本としたAntonio　Quilisの校訂本の他に，　P・Galind◎Romeo　y　L．　Ortiz　Muftoz
校訂本（1964）中の註をも参考とした。なお，原．は訳禺底本の形を，lat・はラテン語での当該の形を示す。また注記の番晋
は，第一回，第二園訳出部分の註記との通し番暑である。
80）いわゆる短音節にはsilaba　corta　y　breveという表現を，長音簾にはs｛laba　Iargaという表環を当てている。そして，離者
　の発音には一テンポ（un　tiempo），後者にはエテンポ（δos　tiempos＞の時間が必要と規定した（テキスト，　plig．135＞。
81）オリゲネス　（Origenes）：教父学に属する暫学者，，神学者で，キリスト教々義の体系化を試みた最初の人
　（c．185－c．　254）。
82）エウセビオス（Eusebio）ニギリシヤ人の高増で著述家．パレスティナのカxサレアの司教として，教会史の基礎を纂いた
　（26σ一・．339）．
83）ジェu一ム；註31）参照のこと。
84）フラビオ・ジョセフォ（Flavio　Josefo）：ユダヤ史が生んだ最大の歴史家（37－100）。
85）夫々，n撫nero，　peso，　medidaという語を充している（テキスト，　ptig．136）。
86）ボエキウス（原．Boecio；lat．　Anicius　Manlio　severino　Boecius＞：紙プラトン学派の哲学者にして政治家（480－525＞。
87）強勢のある場合をagudo（鋭い）と呼び，それのない場合をgrave（重い，低い）と呼んでいるが，　Nebrijaにとっては，
　アクセント（acento）とは，「強弱」ではなく，抑揚，即ち「高騒」であったのかもしれない。ここでは，　agudoを「鋭
　（い）」，graveを「低（い）」と訳しておく。
88）下降調（defleXo）；‘encorvado　hacia　ia　parte　inferior：下向きに折れ曲っだ（Martin　Alo轟so，　Enciclopedia　del　idioma）。
89）上昇調（inflefto）：‘enc◎rvado　hacia　adentro　o　hacia　lo　alto：内向きあるいは上向きに折れ曲っだ（ld．）。
g◎）中高調（c三rcunfleXo）：‘di6ese　del　acento　c◎mpuesto．de　agude　y　grave，　un三dos　per　arriba：上部で含一した鋭と低とから成
　るアクセントのこど（ld．〉。
91）希求法未来（futuro　del　optat｝VO）：環代イスパニア語文法での，接続法在形に当たる。
92）直説法未完了過宏（passado　no　acabado　dei　indicativo）：現代語文法での直説法不完了過宏形に当たる。
93）　（接続法）大過玄（passado　mas　que　acabado　del　subiunt三vo）：理代語文法での接続法過虫完了形IC当たる。これらの時鯛
　の爆称からも分かるように，Nebrijaは掘の概念icagずいた名称を，偲々の時制に与えている。
94）ピエ（pie），バラ（vara），パサダ（passada）：いずれも畏さの単位。
95）詩格（p三e）：律の単位で，二音節か蕊音飾，またはこれらを組み合わせたものをいう。詩脚ともいっている。
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96＞詩行（verso）：いうまでもなく，　versoは詩の各行，即ち，詩句を意味する。またこの語は，散文に対する韻文，複数形で
はpoema（詩）の睡義語としても用いられている。
97）裸の動き（assiento）：‘cadencia　del　verso：詩行の韻律，抑揚（Martin　Alenso，　op．　cit．）。
98）講子の単位（ca｛da）：押韻の点から詩句の構威をみ，この語を用いていると思われる。Σなお，　semejapte　caidaなどの毒い方
　をもしている（テキスト，page．147）。
99）　espon（leo　（ま蔓長格，彊ミ強峰）　くlat・　spondeus　（長畏格詩格）　；　d合ctilo　（長短短格，　強弱弱格）　〈Eat・　（圭actylus　（長短短
格詩格）。ここではNebrijaはこの二語を母音の強弱には関係なく，単に詩脚の音飾数のみをいうために用いていると思われ
　るので，炎々「二音節格」，「三音飾格」と考えておく。
100）歌（copla）：　Nebrijaの時代では，　coplaは，瀬常は，　estrofa（連，詩飾）と岡義語的に用いられていたと考えられる。
101）岡音韻二consonante（テキスト，　pag．146）。
102）綱一範購瞬音韻：〔h〕omeoptoton：これはギリシア語δμovσπτωτoひにならった形式。
103）異範麟澗音韻：〔h〕ome。teleuton；これはギリシア語δμo‘τS2εひτσvにならっ＃形式。
104）イポナテス短長格（iarnbicos　ipponaticos）：紀元前6撤紀のギリシァの風刺詩入イポナテス（Hip6nax，　Hiponacte）が創
　咄した詩形て，jambi・・．・・ime・・i・・（嫉三歩格）に，・・P・nd・・（銀格）．の付いたもの。
105）アドニス格（ad6nicos）：d・lctilo格に，　espende◎（長蔑）格かtroceo（長短〉格の続く詩格をいう。
106）『載冠s（Coronaci6n）：ホアン・デ・メナの作品の一つ（1438犀）。サンティリャナ侯に奉げたもの。
107）Nebrijaはここ第工巻では，　asonancia（類音韻）という語は馬いていない。しかし，この部分で正しく類音韻につき言
　及している。
108）ユベナリス（原．Juven3i：lat・D・Junius　Juvenalis；c60－140）：ローマの灘q詩人。
109）etlipsi：ectlipsisともいい，原義は，「語末のmの劇除」のこと。
llO）メタシスモ（metacisrno）：「文申にmが繰り返し環われ，その結果，耳障りな音の組み合せが生じること」をいう。
111）ここでは，mon6metros，　dimetros，　trimetros，　tetra憲netrosなどの語が粥いられている（テキスト，　pag．151）。
112＞破脚（pie　quebrad◎）：‘se　da　esta　denominac｛6n　a　ia　comblnaci6n　de　versos　octosll血blcos　con　versos　de　cuatro　silabas一この
　名称は，八音郷詩行と四音簾詩行との組み合わせに与えられる’（German　Bleiberg　y　Juilan　Marias，　Dicci◎nario　de　li
　teratura　espafiela，　Revlsta　de　Occidente）とある。ここで規定されているように，短い詩行，即ち破脚、（pie　quebrado）が
　匹音節に閥定したのは，ホルへ・マンワケやサンティリャナ｛癸以降と考えられている。なお，ここでのpieは，「詩格，詩
　脚」の意味ではなく，verso「詩句」の意味であろう。テキスト（pag・145）にも，この意瞭でのpieについての記述があ
　る。
113ブ長蔑格二格（δos　pies　espondeos）：糊こここの場倉のespondeoの慧味については，註99＞を参照のこと。
114）サンティリャナ侯（Marqu壱s　de　Santiiiana，1398－1458）：政治家として華々しい活動をすると岡時に，イスパニァルネッ
　サンス初期の代衰的な文人でもあった。ここに引絹されている一郷は，彼の作晶の一つ，『栄光に輝く教理の諺集s
　（Preverbios　de　gloriosa　doctrina＞からの引用である。これは（破脚）．pie　quebradoの形式を使った代蓑的な作贔と見倣されて
　いる。
115）ホルへ・マンリケ（Jorge　Manrlque，1440－1479）：敷治家であると共に，巾盤イスパニア詩を代表する詩人の1人。　pie
　quebradoを使った優れた作晶を残している。
116）荘厳句形の詩格（ple　de　arte　real）：詩旬は，音節数により八音節以下の短句形（arte　menor）と，・それ以上の長句型
　（arte　mayor）とに大瀦される。ここでは，前者をarte　real（荘厳句型）という名称で呼ぶことも繊来る，とNebrijaはいっ
　ている。特に，サンティリャナ侯のe諺集micruいられているような，八音簿詩句と嗣音節詩句との組み合わせから成るも
　のに，この名称を与えようとしたのであろう（テキスト，pag．152）。
117＞この部楚テキストでは，《＿regularmente　tiene　ocho　silabas　y　cuatro　espondees》（pag・152）となっている。ここから
　も，espondeoは本来のド長擬格，強強格（の詩格）iというのではなく，単に「　；音th（の詩格）jを意味するために使われ
　ている，と考えるのが適当であろう。
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118）短長イポナテス形（三PPonacticos　itimbicos）：註104）を参照のこと。
119）アルキoコス（Archiloco＞：ギリシァの叙情詩人で，特に識刺的短長格詩（poesia　satir三co－yamblca）の網始者として霜高い。
120）Pンデル体（rondel）：短句形の詩で，庶民的な盤界に広く流布した形武であったと考えられている。
121）歌（copla）：’St　IOO）にも触れたが，ここではcoplaは，韻文の一形式をいうのではなく，estrofa（連），　poema（詩）を
意味する。
122）　copla（esp・）　＜copu｝a（lat・）
123）肋スティリア詩法di（Arte　de　poesia　casteilana）：この詩論の著者についてはいくつかの仮説があるが，ホアン・デル・
エンシナ（3uan　del　Encina，　a468－1529）とする考えが優勢である。エンシナは1496年にその欝詩歌集4Canc1onero）を繊
販しているが，上記の詩論はその一部をなしていたと晃倣しうる。
124）この部分テキストでは，’la　tal　usura　se　pudiera　tornar　en　caudal’（pag．160）となっている。遣訳的意味は，「そのよう
な高利をとれば，大金が娼来るであろうIC　」となる。Nebrilaは，『カスティリア詩法』を高利に見立てて，こんなことをい
　ったのではないか，と想像される。
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